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第 ５ ３ 回  九 州 高 校 新 人 ソ フ ト テ ニ ス 競 技 大 会 

第４９回 全日本高等学校選抜ソフトテニス競技大会九州地区予選会 

 

 

 

 

実  施  要  項 

 

 

 

 

期日 令和５年 1２月８日（金）・９日（土）・１０日（日） 

場所 沖縄県総合運動公園庭球場 

 

 

 

 

 

 

 

  主 催  九州ソフトテニス連盟 

  共 催  九州高等学校体育連盟 

  後 援  沖縄県教育委員会・(公財)沖縄県スポーツ協会・沖縄市教育委員会 

       ナガセケンコー（株）・（株）ルーセント 

  主 管  沖縄県ソフトテニス連盟 沖縄県高等学校体育連盟 
  



 

１ 期   日 

（１）開 会 式 

        令和５年１２月 ８日(金) １６時００分～ 沖縄県総合運動公園庭球場 

（２）公開練習 

        令和５年１２月 ８日(金)  ９時～ 沖縄県総合運動公園庭球場・レクドーム  

（３）競   技 

        令和５年１２月 ９日(土) ９時００分～ 団体戦 

        令和５年１２月１０日(日) ９時００分～ 個人戦  

（４）表 彰 式 

        令和５年１２月 ９日(土) 団体戦 競技終了後 

令和５年１２月１０日(日) 個人戦 競技終了後 

 

２ 会   場 

（１）開 会 式 

      沖縄県総合運動公園庭球場（砂入り人工芝コート） 

      〒904－2173 沖縄県沖縄市比屋根 5-3-1  TEL098-932-5114 

（２）競   技 

      沖縄県総合運動公園庭球場（砂入り人工芝コート）16面 ※雨天時レクドーム 8面 

      〒904－2173 沖縄県沖縄市比屋根 5-3-1  TEL098-932-5114 

（３）閉 会 式 

      沖縄県総合運動公園庭球場（砂入り人工芝コート） 

      〒904－2173 沖縄県沖縄市比屋根 5-3-1  TEL098-932-5114 

 

３ 競技種目 

（１）団体戦 男子・女子（全日本高等学校選抜大会予選） 

（２）個人戦 男子・女子（九州高等学校新人大会） 

 

４ 競技規則 

公益財団法人日本ソフトテニス連盟発行「ソフトテニスハンドブック」に準ずる。マッチは 7

ゲームとする。 

 

５ 競技方法 

（１）団体戦  リーグ・トーナメント方式、３ペアによる点取り対抗戦。 

        リーグ戦終了後、全日本高等学校選抜大会出場権については代表決定戦を行う。 

（２）個人戦  トーナメント方式。 

 

６ 審   判 

  団体戦は開催県で、個人戦については、各コート１試合目は開催県で行い、２試合目からは敗

者審判、準々決勝から開催県で担当する。 

 

７ 使 用 球 

（１）団体戦は、男子アカエムボール、女子はケンコーボールとする。 

（２）個人戦はケンコーボールとする。 
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８ 参加資格 

（１）選手は各県高体連に加盟している生徒で、当該競技要項により九州大会の参加資格を得た者

とする。 

（２）選手は、平成１７年４月２日以降に生まれたもの（１８歳未満）とするが、同一学年での出

場は１回限りとする。 

（３）チーム編成においては、全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認めない。 

（４）転校後６ヶ月未満の生徒の参加を認めない。ただし、一家転住等やむを得ない場合は，各県

高体連会長の許可があればこの限りではない。 

（５）出場する選手は，あらかじめ健康診断を受け，在学する学校長及び各県高体連会長の承認を

必要とする。 

 

９ 参加制限 

（１）団体戦 

   ア 各県より男女それぞれ２校とする。 

   イ １チームの人数は監督１名、選手６名以上８名以内とする。 

   ウ 外国人留学生はエントリー選手のうち２人以内とする。 

（２）個人戦 

   各県より男女それぞれ８ペアとする。ただし、開催県（沖縄県）はそれぞれ１２ペアとする。 

 

10 引率・監督 

（１）引率責任者は、団体戦の場合は校長の認める当該校の責任者とする。個人戦の場合は、校長

の認める学校の職員とする。また、校長から引率を委嘱された「部活動指導員」（学校教育

法施行規則第 78 条の 2 に示された者）も可とする。ただし当該県高体連会長に申請承認を

得ること。 

（２）監督・ベンチ入り指導者は、校長が認める者とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠償責

任保険（スポーツ安全保険等）に加入していることを条件とする。ただし、各県における規

定があり、監督・ベンチ入り指導者がこの基準より限定された範囲内であればその規定に従

うことを原則とする。 

 

11 参加申込について 

（１）参加校責任者は以下の書類・ファイル等を各県専門委員長へ提出する。 

   ア 参加申込書（団体戦・個人戦）       ・・・２部 

   イ 参加申込書のファイル（エクセル） 

   ウ ベンチ入り指導者申込           ・・・２部 

   エ ベンチ入り指導者のファイル（エクセル） 

   オ 参加料 

   カ 宿泊申込書・宿泊者名簿          ・・・１部 

（２）各県専門部委員長は参加校からの書類を取りまとめ、以下の書類・ファイル等を開催県責任

者へ提出する。参加校からの参加申込書１部及び宿泊申込書・宿泊者名簿は控えとして保管

する。 

   ア 申込一覧                 ・・・１部 

   イ 参加校からの参加申込書（団体戦・個人戦） ・・・１部 

   ウ 専門部委員長提出用ファイル（エクセル） 

   エ 参加料 
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（３）各県専門部委員長から開催県への提出先・メールアドレス・参加料振込口座 

   提出先 〒901－0511 沖縄県島尻郡八重瀬町字港川１５０番地 

         沖縄県立向陽高等学校  神山 啓一 宛 

   E-mail  kamiyakc@open.ed.jp 

銀行口座 ゆうちょ銀行  記号:17090 ※他金融機関から【店名】七○八【店番】708 

             番号:14712501 ※他金融機関から(1471250) 

       カミヤマ ケイイチ  沖縄県高体連ソフトテニス専門部 

（４）申込期限   

   開催県への申込 令和５年１１月１７日（金）必着 

 

12 参 加 料 

（１）団体戦（全日本高等学校選抜大会予選）   １チーム １８，０００円 

（２）個人戦（九州高等学校新人大会）      １ペア   ３，６００円 

 

13 表   彰 

  団体戦、個人戦ともに第３位まで表彰する。 

 

14 取得資格 

  団体戦で１位～３位、及び代表決定戦で勝利した合計６チームは、令和６年３月に愛知県で開

催される第４９回全日本高等学校選抜ソフトテニス大会への出場権を得る。 

 

15 宿   泊 

（１）宿泊料金 

   選手、監督、引率者、応援部員、保護者 

料金設定 料金設定内容 

ア ８，５００円 １泊２食 奉仕料 消費税込  

イ ７，５００円 １泊朝食 奉仕料 消費税込  

（２）申込方法 

   所定の申込書類に必要事項を記入の上、２部作成し１部を当該県高体連専門部委員長に提出

し、１部を下記の旅行会社へメールまたはＦＡＸにて送付する。 
 
【指定業者】〒862-0950 熊本市中央区水前寺 6-32-8熊本太陽ビル２階 

         株式会社 ＴＥＡＭ  本社配宿管理センター 

TEL：096-237-6763 FAX：096-237-6764 メール：yoyaku@k-team.jp        

（３）配  宿 

   大会事務局と指定業者が配宿し、各校に通知する。 

（４）昼食弁当の斡旋 

   弁当については引率責任者が必要数を取りまとめて、宿泊申込書に記入して申し込む。 

 （税込 600円） 

（５）宿泊代・弁当代 

   大会終了後、指定期日までに指定口座へ振込むこと。 

 

16 組み合わせについて 

  団体戦（監督連絡会にて男女それぞれ抽選を行う） 

個人戦（組み合わせ基準に従って開催県専門部で行う） 

 

３ 



 

17 諸 会 議                                                                               

会  議  名 日     時 会     場 

各県代表者（専門

部委員長）会議 
令和５年１２月８日（金）１１時００分 タピック県総ひやごんスタジアム会議室 

監督・ベンチ入り

指導者連絡会 
令和５年１２月８日（金）１４時００分 同  上 

 

18 選手変更届 

  選手変更は、引率責任者もしくは監督が所定の用紙に記入の上、監督・ベンチ入り指導者連絡

会終了時または到着票提出時までに大会競技委員長に変更届を提出し、承認を受けなければな

らない。 

 

19 連絡事項 

（１）参加選手は必ず引率責任者が引率し、選手のすべての行動に対して責任を負うものとする。 

（２）参加選手は健康保険証を持参すること。 

（３）競技中の疾病、傷害等の応急処置は、主催者側で行うがその後の責任は負わない。 

（４）選手は（公財）日本ソフトテニス連盟仕様のゼッケンを着用すること。着用に関しては、安

全ピンなどで４隅を留めること。 

（５）ユニフォーム、用具などは次の通りとする。 

ア ユニフォーム、シューズは（公財）日本ソフトテニス連盟公認メーカーの製品を着用す

ること。着用にあたっては同連盟の定める「ユニフォーム等の着用基準」を厳守するこ

と。 

イ ラケットは（公財）日本ソフトテニス連盟の公認マークがついているものを使用するこ

と。 

（６）監督・ベンチ入り指導者の服装は、選手に準じるものとする。 

（７）練習コートの割り当ては、宿泊決定通知に同封する別紙の通りとする。 

４ 


